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1 はじめに 
空中像表示手法として Aerial imaging by 

retro-reflection (AIRR)[1]が提唱されている．

AIRR による空中像はディスプレイをそのまま

空中像にしているため 2D の像が表示される．

また，3D の表示手法として Depth-fused 3D 

(DFD)[2]表示が提唱されている．DFD は積層さ

れた 2 枚の映像の輝度比によって奥行きを滑

らかに調節できる特長を有する． 
本研究の目的は AIRR において DFD 表示の

応用である，飛び出し DFD 表示[3, 4]を実現す

ることで，3D の空中像を表示することである． 
2 原理 
図 1 に AIRR の原理を示す．光源から出た光

がビームスプリッターで反射し，再帰反射シー

トに到達する．再帰反射シートで再帰反射した

光がビームスプリッターを透過して，ビームス

プリッターを基準として光源と面対称な位置

に結像する．図 2 に DFD 表示の原理を示す．2
つの画像を観察者の視点から前後に重なるよ

うに表示する．前後 2 面の輝度比に応じた奥行

きに映像が知覚される．また，奥行きを変化さ

せたいオブジェクトの周囲の輝度を考慮に入

れることにより，本方式は前後 2 面の外側へ

飛び出して知覚される 3D 表示に拡張できる．

図 3 に，飛び出しが知覚される場合のオブジェ

クト輝度と周囲輝度の組み合わせ例を示す．オ

ブジェクトと周囲の輝度差の符号が前後面で

逆転する場合に飛び出しが知覚される．図 3
の場合は，オブジェクトと周囲との輝度差は前

面の方が後面よりも大きい．この場合，オブジ

ェクトは前面よりも観察者側に飛び出して知

覚される． 
 

 
図 1 AIRR の原理． 

   
図 2 DFD 表示の原理． 

  
図 3 飛び出し DFD 表示の原理． 

3 実験 
 図 4 に本実験の実験結果を示す．(a)が実際

に表示された像を正面から観察した様子，(b)
は左から観察した様子，(c)は右から観察した

様子である．正面から観察すると中央部分が飛

び出しているように観察することができた．ま

た，左右に大きくずれた位置から観察した際に

は前面と後面に重なりが生じることがわかる． 
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図 4 AIRR による飛び出し DFD． 
4 おわりに 
 AIRR を用いた空中像で飛び出し DFD 表示

が成立することを報告した． 
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